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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管腔又は中空の内臓を接合するために２つの隣接する管腔の隣接管腔面に使用される吻
合装置であって、
　縦方向に離間した縦方向端部をもち、重なり合うワイヤメッシュ設計を有するワイヤ編
みチューブを備え、
　前記チューブは、該チューブの長さがより長く、直径がより小さくなるようにさせるた
めに縦方向に伸張可能であり、
　熱形状記憶合金、ばね状ワイヤ又は圧縮性ワイヤで構成され、
　該ワイヤ編みチューブの縦方向に離間した前記縦方向端部の各々において円周方向に間
隔をもった外側ループ又は外側端部を有し、
　吻合部位の隣接管腔面において２つの隣接する管腔壁の穴に挿入されたとき、配置状態
の該チューブが、熱的又は機械的に、より大きな直径となり、縦方向に収縮し、前記外側
ループ又は外側端部が、変形し、めくり返されるようになり、
　前記チューブの前記縦方向端部は、熱的又は機械的に変形し、めくり返されることで、
２つの隣接する管腔壁を並置状態で圧縮して保持するように作用する花びらを形成し、
　前記チューブのワイヤ直径及び／又は材料特性は、前記配置状態のチューブの機械的力
が、十分な治癒が生じるまで該配置状態のチューブを一時的に所定の位置に留まらせ、治
癒した時点で、該配置されたチューブが脱落し、適切に機能する吻合部を残すように選択
されることを特徴とする装置。
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【請求項２】
　熱形状記憶合金がチタン－ニッケル合金であることを特徴とする、請求項１に記載の装
置。
【請求項３】
　対向した花びらが交互に嵌り合う位置にあることを特徴とする、請求項１に記載の装置
。
【請求項４】
　縦方向に離間した縦方向端部をもち、重なり合うワイヤメッシュ設計を有し、縦方向に
離間した該端部の各々において円周方向間隔をもった外側ループを有するワイヤ編みチュ
ーブと、
　該チューブを封入するための保護スリーブと、
　該チューブを該保護スリーブの端部から押し出すためのラムと、
　体内の管又は管腔内に挿入するために表面を滑らかにしてある流線型の先端部を含む先
端組立体と、
　配置中に組織を前記保護スリーブから前記チューブ上に位置させるための第１の位置合
わせ機構と、
　該チューブの閉じ動作中に該組織の配置を助けるための第２の位置合わせ機構と、
　配置状態のチューブの閉じを確実にするために該先端組立体に組み込まれた圧縮装置と
を備え、
　前記チューブは、該チューブが熱的又は機械的により大きな直径となり、収縮し、軸方
向に圧縮されて平らになり、該チューブの前記外側ループが変形しめくり返されることで
２つの隣接する管腔壁を並置状態で圧縮して保持するように、熱形状記憶合金、ばね状ワ
イヤ又は圧縮性ワイヤで構成される
ことを特徴とする吻合提供装置。
【請求項５】
　当初は前記流線型の先端部の中心に引き込まれており、前記提供装置を管又は管腔の壁
を通過させるときには、外科医を補助するために先端に露出されるようになったナイフ刃
をさらに備えることを特徴とする、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記第１の位置合わせ機構が、前記保護スリーブを包囲する位置合わせスリーブである
ことを特徴とする、請求項４に記載の装置。
【請求項７】
　前記第２の位置合わせ機構が位置合わせストラット又は位置合わせ支持機構であること
を特徴とする、請求項４に記載の装置。
【請求項８】
　前記圧縮装置が中空のゴム又はプラスチックのシリンダであることを特徴とする、請求
項４に記載の装置。
【請求項９】
　熱形状記憶合金がチタン－ニッケル合金であることを特徴とする、請求項４に記載の装
置。
【請求項１０】
　前記チューブが、縦方向に収縮することにより、該チューブの端部を変形させてめくり
返させ、吻合を生成する花びらを形成することを特徴とする、請求項４に記載の装置。
【請求項１１】
　対向した花びらが交互に嵌り合う位置にあることを特徴とする、請求項１０に記載の装
置。
【請求項１２】
　縦方向に離間した端部をもち、重なり合うワイヤメッシュ設計を有し、縦方向に離間し
た前記端部の各々において円周方向に間隔をもった外側ループを有するワイヤ編みチュー
ブと、
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　前記チューブを封入するための保護スリーブと、
　前記保護スリーブを包囲し、配置中に組織を該保護スリーブから前記チューブ上に押す
位置合わせスリーブと、
　前記チューブを前記保護スリーブの端部から押し出すための、該保護スリーブに収容さ
れた中空のラムと、
　該中空のラムに収容される中空のシャフト及び体内の管又は管腔内に挿入するために表
面を滑らかにしてある流線型の先端部を含む先端組立体と、
　該チューブの配置中に該組織の位置決めを助けるための位置合わせ機構と、
　配置状態のチューブの閉じを確実にするために該先端組立体に組み込まれた圧縮装置と
を備え、
　前記チューブは、該チューブが熱的又は機械的により大きな直径となり、収縮し、軸方
向に圧縮されて平らになり、該チューブの前記外側ループが変形しめくり返されることで
２つの隣接する管腔壁を並置状態で圧縮して保持するように、熱形状記憶合金、ばね状ワ
イヤ又は圧縮性ワイヤで構成される
ことを特徴とする吻合提供装置。
【請求項１３】
　当初は前記流線型の先端部の中心に引き込まれており、前記提供装置を管又は管腔の壁
を通過させるときには、外科医を補助するために先端に露出されるようになったナイフ刃
をさらに備えることを特徴とする、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記位置合わせ機構が位置合わせストラット又は位置合わせ支持機構であることを特徴
とする、請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記圧縮装置が中空のゴム又はプラスチックのシリンダであることを特徴とする、請求
項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ワイヤ編みチューブが、遮られていない内部及び外部を有し、該チューブの前記端
部が、該ワイヤ編みチューブの該内部及び外部が遮られないままとなるような方法で、熱
的又は機械的に変形しめくり返されることを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項１７】
　２つの隣接する管腔間の穴を排液のために拡大し、該２つの隣接する管腔の外への漏れ
を配置状態のワイヤ編みチューブのみにより防止するように、十分な力が該２つの隣接す
る管腔壁に加えられた状態で、前記チューブの前記端部が熱的又は機械的に変形しめくり
返されることを特徴とする、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ワイヤ編みチューブが、遮られていない内部及び外部を有し、該チューブの前記端
部が、該ワイヤ編みチューブの該内部及び外部が遮られないままとなるような方法で、熱
的又は機械的に変形しめくり返されることを特徴とする、請求項４又は請求項１２に記載
の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、胃腸及び（胆管を含む）内蔵の吻合などに向けられる。本発明のワイヤ編み
チューブは、該編みチューブの外側ループ又は端部が吻合部位の管腔表面を配置部位に並
置状態になるように保持する形態で、折れ曲がるか又は折り返される３次元構造である。
編みチューブは、使用される材料により、最終的に瘢痕組織によって包まれる永久的な固
定物として管腔壁を並置状態で保持するか、又は、例えば腸壁間で十分な治癒が生じるま
で一時的に所定の位置にとどまり、治癒した時点で、適切に機能する吻合を残した状態で
吻合装置が腸から脱落して安全に排泄されるか、のどちらかとすることができる。
【０００２】
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　（関連出願）
　本発明は、２００２年６月２０日に出願された米国特許出願連続番号第１０／１７５，
１５９号の一部継続出願であり、２００１年６月２０日に出願された米国仮特許出願連続
番号第６０／２９９，６１８号の利益を主張するものである。
【背景技術】
【０００３】
　外科的処置は、多くの場合、２つの管又は中空の内臓の接合（吻合）を必要とする。例
えば、胃と腸の間の永久的な吻合は、膵臓がんの手術中に胆汁が管から小腸に流出するこ
とによる総胆管の閉塞を緩和するためだけでなく、病的に肥満した人の胃バイパス手術を
行う際に、必要とされることがある。外科的吻合では、一般に、２つの構造を手で縫合す
ることが必要となる。このプロセスは、高度な技術が要求され、時間がかかる可能性があ
る。この複雑な外科的手法は、外科医がこの仕事のためには設計の不完全な器具を用いる
必要がある低侵襲手術（ＭＩＳ）においては、なおさら難しいものであり続けることにな
る。
【発明の開示】
【０００４】
　本発明は、特にＭＩＳを中心とする手術における自動式吻合提供装置に用いるためのワ
イヤ編みチューブに向けられる。主要な構成要素は、２つの隣接する管又は管腔の壁に挿
入されたときに、変形して吻合装置となるワイヤ編みチューブである。２つの胃腸若しく
は（胆管を含む）内臓の管若しくは管腔などを接合する（吻合する）ためにこのような装
置を用いることは、新しいことである。
【０００５】
　吻合提供装置は、編みチューブを内部に封入する保護スリーブと、編みチューブを装填
機構によって該保護スリーブ内に挿入することを可能にする脱着可能な先端組立体とを備
えるように設計する。編みチューブは、縦方向に引っ張られることにより、より長くなり
、極めて小さな直径となって、装填装置内に設置される。装填装置は、シースと、取り付
けられた位置合わせシリンダと、プランジャとからなる。装填装置は、提供装置の保護ス
リーブの端部の周りに嵌合させて、複数回の使用のための再装填が容易に可能となるよう
に設計する。編みチューブを提供装置内に装填するために、先端組立体を該提供装置から
取り外し、装填装置を保護スリーブの周りに嵌合させる。装填装置のプランジャは、編み
チューブを提供装置の保護スリーブ内に移動させる。編みチューブが提供装置に設置され
た後、先端組立体を保護スリーブに取り付けて、該編みチューブを、該先端組立体とラム
との間に封入する。
【０００６】
　装填済みの提供装置は、手動か、又は事前に配置された案内ワイヤの助けによるかのど
ちらかで、適切な管又は管腔内に挿入する。当初は先端組立体の中心に引き込まれている
小さく鋭利なナイフが、提供装置を管又は管腔の壁を通して通過させるときに外科医を支
援するために、（取手のボタンを押すことなどにより）先端に露出する。先端組立体及び
保護スリーブは、両方の壁を貫通し、組織を、手順のこの段階では組織止めとして機能す
る提供装置の位置合わせスリーブに押し当てた状態で、適切に配置させる。編みチューブ
は、次いで、ラムの動きによって保護スリーブから部分的に配置され、一方、同時に、位
置合わせスリーブは、組織を編みチューブ上に位置させる。組織が適切な位置にくると、
編みチューブは保護スリーブから完全に出され、一方、同時に、位置合わせストラット又
は位置合わせ支持機構が、該編みチューブの閉じ動作中の該組織の適切な位置決めを確実
にする。編みチューブの閉じは、該編みチューブの形状記憶金属特性又はばね金属特性に
起因する力により、及び／又は、適切に機能する吻合を確実にするために、該編みチュー
ブの花びらに対して力を与えることができる提供装置からの該編みチューブの圧縮により
、達成される。
【０００７】
　吻合を生成する管腔壁に対する編みチューブの機械的力は、該編みチューブの製造に使
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用される材料によって決まる。ニチノールなどの熱形状記憶合金で作成される編みチュー
ブの場合は、体熱が該編みチューブを縦方向に収縮させて吻合を生成する。ばね材料で作
成される編みチューブの場合は、該材料がばねの力で元の形状に戻ろうとするとき、管腔
壁を並置状態で保持するための供給力が発生する。圧縮性の材料で製造される編みチュー
ブの場合は、該編みチューブの最終的な形状は、提供装置の圧縮動作により機械的に形成
される。いずれのアプローチを用いても、２つの管腔間の穴を（排液のために）拡大し、
該２つの管腔の外への漏れを発生させないだけの十分な力が壁組織に加えられる。例えば
、腸に用いられるとき、管腔壁を並置状態で保持し続けるワイヤメッシュ状の吻合装置か
らの機械的力は、ワイヤの直径及び／又は材料特性によって変化させることが可能で、そ
れにより、吻合装置は、永久的な固定物となるか、又は、腸間で十分な治癒が生じるまで
一時的に所定の位置にとどまり、治癒した時点で、適切に機能する吻合を残した状態で、
該吻合装置が腸から脱落して安全に排泄されるか、のどちらかとなる。
　本発明の付加的な目的、利点及びその他の新規な特徴の一部は、以下の説明に示されて
おり、一部は、上述の考察から当業者に明らかとなるか、又は本発明の実施に伴って知る
ことができるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　チューブ１０は、重なり合うように編まれた設計を有する。編みチューブは、組織１４
、１６の２層間で円形の開口１２を生成し、該組織の層を互いに保持して水密シールとな
るように設計する。配置状態の吻合装置は、本質的には、図１に示されるように軸方向に
圧縮されたワイヤ１８の編みチューブ１０である。
　編みチューブ１０は、ワイヤの直径と、円周方向及び縦方向の開口又は菱形２０の数と
、チューブの長さと、中心の直径とにより定められる。細長い編みチューブの縦方向の端
部における開口又は菱形２０’は、装置が配置状態の形状にあるとき（図１を見よ）、花
びらと呼ぶ。
　使用時には、編みチューブ１０を、（図２に示される直径と比べて、より小さい直径を
もつ）細長い形状とし、２つの管腔の壁組織間の開口を通して置き、図１の平らな形状に
戻す。そのプロセスにおいて、両管腔壁の組織は、平らなチューブの中心直径１２が管腔
間の開口を形成する状態で、平らなチューブの花びらの間に圧縮される（図１を見よ）。
【０００９】
　編みチューブ１０は、例えば総胆管を通して適用して、該管を通り抜けて空腸に連通さ
せることができる。連通が行われた後、チューブは変形しめくり返され、その結果、端部
が花の花びらのように広がり、２つの管の間の連通部を形成する。編みチューブ１０は、
使用されるワイヤの直径及び／又は材料特性により、最終的に瘢痕組織によって包まれる
永久的な固定物として管腔壁を並置状態で保持するか、又は、組織層の間で十分な治癒が
生じるまで一時的に所定の位置にとどまり、治癒した時点で、適切に機能する吻合を残し
た状態で吻合装置が腸から脱落して安全に排泄されるか、のどちらかとすることができる
。通常は、ワイヤの直径が大きくなるほど、機械的力が大きくなり、吻合装置が腸から脱
落するようになる。永久的な固定か又は一時的な固定かのどちらかを容易にするように、
材料特性を、例えばワイヤ金属のアニール温度の選択により変化させることができる。
【００１０】
　編みチューブ１０は、形状記憶金属で作成してもよい。形状記憶金属は、熱を加えると
その塑性が変化し、形状を変化させることができる合金である。形状記憶金属を所望の形
に（縦方向に圧縮した形に）アニールした場合、（円筒チューブの形に）形状を変化させ
た後、より低い温度で再加熱すると、それはそのアニール時の形状（平らな形）に戻るこ
とになる。極めて特殊な熱記憶特性は、低プロフィールで柔軟性のある提供システムの設
計に特に役立つ。好ましい形状記憶金属はチタン－ニッケル合金であり、最も好ましくは
、ニチノールと呼ばれるチタンとニッケルのほぼ原子数の等しい合金である。超弾性特性
も有する特定のニチノール合金は、体温で形を変えることができる。
　編みチューブ１０は、ばね材料で作成してもよい。この場合は、管腔壁を並置状態で保
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持するための供給力は、ワイヤ材料がばねの力で元の形に戻ろうとするときに発生する。
　さらに代替物として、編みチューブ１０は、圧縮性のワイヤ材料で製造してもよい。こ
の場合は、編みチューブの最終的な形状は、提供装置の圧縮動作により機械的に形成され
る。
【００１１】
　吻合提供装置２２は、編みチューブ１０を内部に封入する保護スリーブ２６と、該編み
チューブ１０を装填機構４２によって該保護スリーブ２６内に挿入することを可能にする
脱着可能な先端組立体３０とを備える設計する。編みチューブ１０は、縦方向に引っ張ら
れることにより、長くなり、極めて小さな直径となって、装填機構４２内に設置される。
装填機構４２は、シース４８及びプランジャ５０からなり、提供装置２２の保護スリーブ
２６の端部の周りに嵌合させて、複数回の使用のための再装填が容易に可能となるように
設計された位置合わせシリンダ５２を含む。編みチューブ１０を提供装置２２内に装填す
るために、先端組立体３０を該提供装置２２から取り外し、装填機構４２を保護スリーブ
２６の周りに嵌合させる。装填機構４２のプランジャ５０は、編みチューブ１０を提供装
置２２の保護スリーブ２６内に移動させる。編みチューブ１０が提供装置２２に設置され
た後、先端組立体３０を再び取り付けて、該編みチューブ１０を、該先端組立体３０と円
筒ラム３６との間に封入する。
【００１２】
　先端組立体３０には、円筒ラム３６の開口に嵌合する第１の中空シャフト５４を含む。
先端組立体には、第１の中空シャフト５４の中空の開口に伸縮自在に配置される第２の中
空シャフト５６をさらに含む。先端組立体は、流線型の先端部５８及び丸形の基部６０を
有する。第１の中空シャフト５４の近位端は、丸形の基部６０に取り付けられている。第
２の中空シャフト５６の近位端は、流線型の先端部５８に取り付けられている。先端組立
体は、また、流線型の先端部５８と丸形の基部６０との間に中空のゴム又はプラスチック
のシリンダ６２を有する。第１の止め具６４は、流線型の先端部５８の遠位端に取り付け
られ、第２の止め具６６は、丸形の基部６０の近位端に取り付けられる。
【００１３】
　例えば側部対側部の腸吻合に用いる場合、提供装置２２を、トロカール又は管（図示せ
ず）を通して、手動か、又は図に示されるように、事前に配置された（第２の中空シャフ
ト５６及びナイフの刃３４の開口を貫通する）ガイドワイヤ３８の助けによるかどちらか
で、体腔内に挿入し、該提供装置２２の流線型の先端部５８を、所望の吻合部位の近位又
は遠位のどちらかにある腸の第１セグメントの所定の穿刺部位に配置し、該提供装置２２
を、管腔内で吻合部位まで前進させる。
　腸の第２セグメント３２を、吻合部位で第１セグメントに近接する並置状態とし、図４
Ｃに示されるように組織を位置合わせスリーブ４０に押し当てて配置した状態で、当初は
流線型の先端部５８の中心に引き込まれているナイフ刃３４が、第１セグメント２８の壁
及び第２セグメント３２の壁を通して、第２セグメントの管腔内まで刺通すのに用いられ
る。編みチューブ１０は、ナイフ刃３４により生成された並置穴の接合部で、図４Ｄ、図
４Ｅ、図４Ｆ、図４Ｇ及び図４Ｈの順序で示されるように配置され、その部位で花びら構
造をとり、腸の２つの部分を並置状態で保持する。２層の腸を通して配置された編みチュ
ーブ１０は、図４Ｇ、図４Ｈ及び図４Ｉに示される。２層の腸２８、３２の反対面上の対
向した花びら２０は、図１、図３Ａ及び図３Ｂに示されるように交互に嵌り合うことが好
ましい。
【００１４】
　図４Ｄ、図４Ｅ、図４Ｆ、図４Ｇ及び図４Ｈの順序に関連して、先端組立体３０は、図
４Ｄに示されるように、保護スリーブ２６の近位端から離れる。同時に、円筒ラム３６及
び位置合わせスリーブ４０は、同様に図４Ｄに示されるように、保護スリーブ２６の近位
端方向に前進する。円筒ラム３６は、編みチューブ１０を保護スリーブ２６の端部から部
分的に押し出し、一方位置合わせスリーブ４０は、２層の腸２８、３２を圧縮する。
　編みチューブ１０は、図４Ｅに示されるように、円筒ラム３６を保護スリーブ２６の近
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位端方向にさらに前進させることにより、配置され続ける。同時に、位置合わせスリーブ
４０は、保護スリーブ２６の近位端まで前進し、編みチューブが完全に出されるまで、組
織を該保護スリーブ２６から該編みチューブ１０の中心方向へ押す。
【００１５】
　図４Ｆに示されるように、編みチューブ１０は、円筒ラム３６を保護スリーブ２６の近
位端に移動させることにより、該保護スリーブ２６から押し出される。同時に、位置合わ
せスリーブ４０内の溝に収容された位置合わせストラット４４が、所定の角度の位置に移
動して、腸壁２８、３０を支持する。位置合わせストラット４４は、例えば、ばね状ワイ
ヤ又は超弾性相状態のニチノールワイヤとすることができる。
　図４Ｇは、完全に配置された編みチューブ１０を示す。この段階では、位置合わせスト
ラット４４は、まだ、腸壁２８、３０を支持するように配置されている。
　図４Ｈに示される状態では、位置合わせストラット４４は、位置合わせスリーブ４０の
ストラットハウジング内に引き込まれている。流線型の先端部５８は、第２の中空シャフ
ト５６によって、提供装置２２の遠位端方向に移動している。この動きが、配置状態の編
みチューブ１０と隣接して接触する圧縮された支持具６２’を形成する中空のゴム又はプ
ラスチックのシリンダ６２の圧縮をもたらし、完全な閉じを確実にする。
【００１６】
　装置を配置状態の編みチューブ１０から取り除くために、中空のゴム又はプラスチック
のシリンダ６２を、第２の中空シャフト５６の動きにより、先端組立体３０内に引き込む
。次いで、図４Ｉに示されるように、提供装置２２を、配置状態の編みチューブ１０の中
心から取り除く。
　図４Ｊは、位置合わせストラット４４を位置合わせ支持機構４６に置き換えた代替的な
実施形態を示す。図４Ｊは、図４Ｆと同一の提供手順を示している。図４Ｊに示されるよ
うに、位置合わせ支持機構４６の近位端は、位置合わせスリーブ４０の近位端に取り付け
られる。このように、位置合わせ支持機構４６を配置すると、該機構は編みチューブ１０
の閉じ動作中に組織の適切な位置決めを確実にするループ形状をとる。位置合わせ支持機
構４６は、例えば、プラスチックのメッシュ状スリーブ、又は、縦方向のスリットをもつ
プラスチックチューブとすることができる。
【００１７】
　本発明の好ましい実施形態の上記の記述は、例示及び説明の目的で提示されたものであ
る。開示された通りの形態を本発明のすべてとすること又は本発明をそれに限定すること
を意図するものではない。上記の教示を考慮して、明白な修正又は変形が可能である。実
施形態は、本発明の原理の最良の例示及びその実際の適用を提供するように選択されて記
述されており、それにより、当業者が、考慮された特定の使用に適合するような様々な実
施形態で及び様々な修正を用いて本発明を使用することが可能となる。このような修正及
び変形のすべては、添付の特許請求の範囲に公正に、法的に及び公平に与えられた広さに
従って解釈されるとき、該特許請求の範囲により定められる発明の範囲内にある。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】配置状態の形態にあるワイヤ編みチューブの正面図であり、該編みチューブの外
側ループ又は端部を、管腔壁を並置状態になるように保持する花びらを形成するように変
形させてめくり返されたもので、配置状態の吻合装置の前面及び後面の花びらは、それぞ
れ、濃い黒の線及び明るいグレイの線で示されている。
【図２】提供装置の保護スリーブ内に配置される前に、縦方向に引っ張られた編みチュー
ブの側面図である。
【図３Ａ】管腔壁を省略した状態の、図１と同様の編みチューブの正面図である。
【図３Ｂ】図３Ａの編みチューブの側面図である。
【図４Ａ】編みチューブをラムと先端組立体との間の保護スリーブ内部に装填し、管腔壁
に穴を開けるのに備えてナイフを配置した状態で、手動か、又は、示されるように、事前
に配置された案内ワイヤに助けられてかどちらかで、体腔内に挿入されて所定の吻合部位
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【図４Ｂ】引き込み可能なナイフを用いて管腔壁を穿刺している提供装置の端部を示す。
【図４Ｃ】保護スリーブの周りにあり、位置合わせスリーブに押し付けられている管腔壁
と共に、ナイフ（ここでは、引き込まれている）によって生成された穴を通過した提供装
置の端部を示す。
【図４Ｄ】ラム、先端組立体及び位置合わせスリーブの動きによる、保護スリーブの端部
からの編みチューブの部分的な配置動作を示す。
【図４Ｅ】編みチューブの広がりを促進するラムのさらなる動きによる、編みチューブの
連続的な配置動作を示す。同時に、位置合わせスリーブは、編みチューブの完全な配置前
に、組織を保護スリーブから該編みチューブの中心方向へ押す。
【図４Ｆ】ラム及び先端組立体の動きによる、編みチューブの保護スリーブからの最後の
押しを示す。同時に、位置合わせストラットは、編みチューブの閉じ動作中に、組織の適
切な位置決めを助ける所定の角度で、保護スリーブから配置される。
【図４Ｇ】管腔周囲に展開された編みチューブの内側の提供装置を示す。
【図４Ｈ】位置合わせストラットの引き込みを示しており、位置合わせスリーブは配置状
態の編みチューブの一方の面に押し付けて位置させられ、先端組立体は、収縮し、配置状
態の編みチューブの反対側の面に押し付けて配置されて、完全な閉じを確実にする圧縮さ
れた支持具を形成する。
【図４Ｉ】先端組立体が延ばされて、圧縮された支持具を引き込み、提供装置が配置状態
の編みチューブの中心から取り除かれた状態を示す。
【図４Ｊ】位置合わせ支持機構を位置合わせストラットの代わりに用いていることを除い
て、ラム及び先端組立体の動きによる、編みチューブの保護スリーブからの最後の押しを
伴う図４Ｆと同じ動作を示す。ラム及び先端組立体の動きと同時に、位置合わせ支持機構
は、編みチューブの閉じ動作中に、組織の適切な配置を確実にするように、位置合わせス
リーブの周りに配置される。
【図５Ａ】端部に編みチューブをもつ装填装置、及び、先端組立体が取り外された提供装
置の断面図である。
【図５Ｂ】保護スリーブの端部の所定の位置にある装填装置を示す。装填装置内のプラン
ジャの動きが、編みチューブを保護スリーブ内に配置する。
【図５Ｃ】所定の位置に先端組立体を備える提供装置の保護スリーブ内部に装填済みの編
みチューブを示す。
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